
時
宗
遊
行

(藤
沢
)
上
人

の
道
号
に

つ
い
て

梅

谷

繁

樹

時
宗
の
宗
祖

一
遍
は
、
二

遍
」
を
道
号
と
し
た
が
、
自

ら
阿
弥
陀

仏
号
を
名
乗
ら
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
不
思
義
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
弟

子
と
称
し
て
よ
い
人
々
は
、
皆
、
阿
弥
陀
仏
号
を
称
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

一
遍

の
道
号
を
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
、

一
遍

の
法
語
な
ど
か
ら
可
能
な
の
で
あ
る
が
…
…
…
。

さ
て
、
本
稿
で
は
、
時
宗
遊
行
派
の
歴
代
上
人

(藤
沢
上
人
も
含
む
)

の
道
号
に

つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
時
宗
遊
行
派
の
二
祖
は
他
阿
弥
陀

仏
と
称
し
た
。

こ
れ
は
、
時
宗
諸
派
が
統
合
さ
れ
た
現
代
で
も
継
承
さ

れ
て
お
り
、
歴
代

の
遊
行
上
人
や
藤
沢
上
人

(清
浄
光
寺
住
職
。
本
来
、

遊
行
上
人
の
隠
居
独
住
の
上
人
の
通
称
で
あ
っ
た
が
、
遊
行
上
人
と
は
な
ら

ず
、
藤
沢
上
人
位
の
み
で
終
っ
た
上
人
も
い
る
)
の
阿
号
と
し
て
通
用
さ
れ

て
い
る
。

遊
行
上
人

(藤
沢
上
人
)
が
す
べ
て
他
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
、
多
少
の

不
便
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
記
し
た
文
献
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
実
際
に
は
、

二
人
の
他
阿
弥
陀
仏
が
存
在
し
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な

い
が
、
ど
ち
ら
が
先
代
の
、
ま
た
は
、
ど
の
他
阿
弥
陀
仏

か
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
困

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、

こ
れ
も
そ
う
い
う
事
実
を
記
し
た
文
献
を
知
ら
な
い
。
藤
沢
上

人
が
遊
行
上
人
よ
り
長
生
き
の
場
合
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
は
世
代
数
を
入
れ
る
こ
と
で
解
決

し
て
い
た

よ
う
で
、
た
と
え
ば

「遊
行
第
七
」
と
か

「遊
行
廿

一
代
」

と
か
記
さ
れ
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
解
決
法
は
阿
号
と
は
別
に
道

号

を
持

つ
こ
と

で
あ
ろ

う
。

た
と
え
ば
、

二
代
他
阿
弥
陀
仏

(以
下
、
略
し
て
他
阿
と
記
す
)
は
、

真
教
と
い
う
道
号
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
代
他
阿
は
智
得
、
四

代
他
阿
は
呑
海
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
号
が
あ
れ
ば
、

一
々
、
世

代
数
を
言
わ
ず
と
も
ー
1
こ
れ
な
ら
、
何
か
の
拍
子
に
、
世
代
数
を
誤

ま
る
こ
と
も
あ
ろ
う
ー

歴
代

の
上
人
を
区
別
し
て
認
識
す
る
こ
と
は

容
易
で
あ
る
。

従
来
、
時
宗
の
こ
の
道
号
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
自
明
の
も
の
と
し

て
通
用
さ
れ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
宗
内
文
献

に
は
、
同
時
代
文
書
か
ら
、
他
阿
上
人
の
自
筆
の
道
号
が
認
め
ら
れ
る

の
は
、
近
世
以
降
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
徹
底

時
宗
遊
行

(
藤

沢
)

上
人

の
道
号

に

つ
い
て

(
梅

谷
)
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時
宗
遊
行

(藤
沢
)
上
人
の
道
号
に
つ
い
て

(梅

谷
)

し
た
調
査

を
し
た
と
い
う
自
信
は
な
い
が
、
お
よ
そ
の
所
、

こ
の
見
方

に
誤
ま
り
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。

今
、
管
見

に
入

っ
た
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
広
島
県
尾
道
市

の
西
郷

(江
)
寺

の
寺
銘
額
は
、
裏
に

「遊
行
第
七
書
」
と
あ
り
他
阿

の
阿
号

も
、
託
何

と
い
う
道
号
も
な
い
。
丹
後
橋
立
の
元
時
宗
道
場
萬
福
寺
の

額
も
そ
う
で
あ
る
。

遊
行
上
人

は
二
祖
上
人
以
下
、
す
べ
て
他
阿
弥
陀
仏
と
署
名
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
遊
行
廿

一
代
上
人

(道
号
は
知
蓮
と
さ
れ
て
い
る
)
の

頃
に
な

っ
て
、
「遊
行
廿

一
代
他
阿
弥
陀
仏
」
と
署
名

し
た
上

に
、
角

印
で

「遊
行
」
の
印
を
押

す
よ
う
に
な
る
。
(京
都

・
長
楽
寺
蔵
.
七
条

道
場
文
書
)
ま
た
、
「
遊
行
廿

一
」
の
丸
印
を
押

し
て

い
る

の
も
あ

る

(同
上
)
。

さ
ら
に
、
「遊
行
廿
九
世
他
阿
」
と
い
う
自
署

に

「遊
行
」
の
角
印

を
押
し
た
も

の
が
あ

る

(愛
知
・
碧
南
市
・
称
名
寺
蔵

・
歌
集

『石
苔
』
所

収
)
。
遊
行
廿
九
世

の
道
号
は
体
光
と
さ
れ
て
い
る
。
遊
行
光

一
世
は

道
号
を
同
念
、
同
三
十
二
世
は
道
号
を
普
光
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ

ぞ
れ

「遊
行

三
十

一
世
」
と
自
書
し
て
角
印
を
押
し
、
「遊
行

三
十

二

世
」
と
し
て
角
印
と
朱
印

を
押

し
て
い
る

(
こ
れ
ら
は
、
七
条
道
場
文
書

に
よ
る
)
。次

に
、
前
引

「
石
苔
」
の
末
尾
に
「寛
文
九
二
酉
織
噺
醐
柑
儲
謹
之
」

と
あ

っ
て
、

こ
こ
に
も
道
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
四
十
世
の
遊

行
上
人
の
道
号
は

「樹
端
」
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
林
屋
辰
三
郎
氏
の
燈
心
草
庵
蔵
の

「
四
天
王
等
仏
縁
聖

教

抄

紙

背

文

書

」

の

二
文

献

に

「
真

教

」

の
署

名

が

あ

っ
て
、

林

屋

氏

は
筆

跡

や
内

容

か

ら
、

こ

の
真

教

は
遊

行

二
世

他

阿

と

同

一
人

と
見

な

さ

れ

て

い
る
。

こ

こ
に

そ

の
文

献

を

引

用

紹
介

し

て

み

よ

う

(
」
印

は
文
献

の
行
末
を

示
す
)
。

畏

承
候

了
」
所

二
被
仰
遣
候

一十
五
三
味
式
事
」
此
間
漸

々
二
と
令

レ存

候

て
、

六
巻

L
内

一
両

巻

ハ
書

出

候
、
付

二
此
仰

一誹
二
他
人

一候
之
庭
、

常

時

不

断

経
」
中

惹

々
無

レ
極
候

て
、

未
二
出
来

一之
□
L
令
レ
申
候
Q
此
御
使
常

山

一
日

逗

」
留
卒
爾
之

間
不
レ
令
レ
付
進
上
御
使

一□
L
返

々
癬
怠
恐
欝
候
、
然

而
今

月

中
」

西
親
上
人
之

許

へ
以
二
便
宜

一可
レ
令

二進
」
上
候

一也
、
六
巻
之
料

番
四
十

鯨
枚
」
罷
入
候
之

間
、
反
古
等
難

レ得

候
、

伍
L
國
田
□
圃

紙
ヲ
袋

一

[

と
し
て
」
一幽

々
[
]
令

二進
上

一□
之
條
解
團
L
能

々
得
二
御

心

一可
レ令

二
申
入

候
、

御
退
出
事
L
自

二
白
川
如
法
経
之
折
に
呼
出
候
之
時

一L

可
二罷

出

一之

由

令

二存
念

一候
、
其
事

不
定
」
候

々
々
、
九
月
許
随
躰
熊
野
参
塵
」
之
志
候
也
、

常
寺
者

(略
)
蓮
華

谷
罷
通

L
候
而
、

伊
東
入
道
登

山

令
二
寄

宿

剛
彼

所

[
]

之
間
大
署
同
宿
候
也
、

空
阿
弥
陀
仏
L
常

二
遂
二
対
面

一候
之
次

二
、
老
躰
難
レ

遁
候
之
上

二
所
労
遂
レ
時
増
気

旦
暮
□
」
不
レ
知
候
に
今

一
度
御
登
山
候

へ
か

し
」
入
二
見
参

一た
く
候

な
と
便
宜

之

時

に
L
申

せ

と

候
、

毎

事

期

二後
信

一

候
、

恐
怪
」
謹
言
」
七
月
十

日
」
眞
教

(
『
さ
う
ん
日
本
文
化
』

一
九

八
五
・

春

・
十
五
所
収
、

日
本
文
化

の
会
)

仰
旨
謹
承
候
了
。

御
念
仏
事
」
可
令
参
上
候
。

但
自

朔
日
至
今
日
」
無
言
念

佛
相
励
候
未
結
願

ト
候
。

」
明

日

ハ
休
息
候
て
明
後
日
L
早
可
令
参
勤
之
由

令
存
候
。

以
此
旨
L
御
披
露
候

べ
く
候
。

恐
怪
謹

言
。
L
四
月
八
日

真
教
L
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(『時
宗
教
学
年
報
』
第
五
輯
所
収
)

さ
て
、
前
の
文
書
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
注
記
し
た

『
さ
う
ん
日
本
文

化
』
で
林
屋
氏
が

「熊
野
参
籠
の
素
志
」
と
い
う

一
文
を
も
の
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
林
屋
氏
は
、

こ
の
文
書
が
二
祖
他
阿
の
筆
跡

と

一
致
す

る
と
し
、
七
条
道
場
金
光
寺
の
他
阿
が
東
寺

の
重
職
に
あ

っ
た
人

へ
の

消
息
と
推
さ
れ
て
い
る
。

甲
東
寺
と
金
光
寺
が
至
近
距
離
に
あ

っ
た
こ
と
、
後
に
時
宗

の
市
屋
派

が
東
寺
の
僧

の
葬
送
に
関
与
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
両
者
の
関
係

の
存

在
を
推
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
時

宗
の
道
場
を
、

「当
山
」
と
称
す
る
の
も
い
か
が
か
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
、
「廿

五
三
味
式
」
「
不
断
経
」
「白
川
如
法
経
」
な
ど
は
、
時
宗

の
文
献
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
「蓮
華
谷
」
「空
阿
弥
陀

仏
」
「熊
野
参
籠
」
「真
教
」
な
ど
と
あ
れ
ば
、

二
祖
他
阿
の
こ
と
か
と

も
思
わ
れ
る
が
、
専
修
念
仏
の
徒
が
、
旧
仏
教
の
法
務
に
関
与
す
る
こ

と
は
考
え
に
く
い
。

後

の
文
書
の
方
で
、
「無
言

(意
と
も
読
め
る
)
念
仏
」
と
い
う
の
も
、

時
宗

で
は
聞
き
慣
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
僧
名
は
類
似
、

同

一
の
も
の
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
た
ま

た
ま
、
真
教
の
場
合
、
同
時
代

の
文
献
が
こ
の
よ
う
に
存

在
す

る
た

め
、
し
か
も
、
時
宗
の
二
祖
他
阿
と
解
し
て
も
よ

い
文
面

で
あ

る
た

め
、
余
計

な
推
測
を
生
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
真
教
以
外
に
も
、
時

宗
の
遊
行
、
藤
沢
両
上
人

の
鎌
倉

室
町
期
の
道
号
使
用
の
例
が
見
出

せ
れ
ば
と
も
か
く
、
筆
者
は
、
只
今
の
と
こ
ろ
、
道
号
の
存
在
を
否
定

的

に
考
え
て
お
き
た
い
。

た
だ
、

こ
こ
で

一
点
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
遊
行
廿

一
代
他

阿
上
人

(道
号
は
知
蓮
と
さ
れ
て
い
る
。
+
六
世
紀
初
頭
の
上
人
)
の
著
作
と

さ
れ
る
も
の
に

『
一
遍
義
集
』
と
い
う
書
が
あ

り
、

こ
の
中
に
二
祖
他

阿
の
こ
と
を
真
教
房
と
称
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
当
に

廿

一
代
他
阿
の
著
作
か
ど
う
か
確
証
が
な
い
が
、
室
町
期
の
著
作

で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
現
存

の

『
一
遍

義

集
』
は
原
本
で
な
い
た
め
、
「真
教
房
」

の
文
言
が
原
本
に
あ

っ
た
か
、

後

に
加
え
ら
れ
た
か
は
不
明
と
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。

も
う

一
つ
、
こ
こ
に
示
し
た
い
の
は
、
東
寺

百
合
文
書
メ
30
1
50
に

あ
る

「真
教
寄
進
状
」
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
至
徳
元
年
十

一
月
廿
八

日
の
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
時
宗
二
祖
他
阿

(道
号
は
真
教
と
さ
れ
て
い
る
)

の
寂
年
文
保
三
年

(

二

九
)
か
ら
は
六
十
五
年
後
の
も
の
で
あ
ゐ
。

金
沢
文
庫
の
高
橋
秀
栄
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、

林
屋
氏
ご
所
蔵

の
前

引
文
書
を
、
林
屋
氏
の
説
に
よ
っ
て
、
嘉
元
四
年

(
一
三
〇
六
)
制
作
と

す
る
と
、
書
体
筆
跡
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
至
徳
年
間
に
ま
で
下

っ
て
見

る
の
は
無
理
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

二
代
他
阿
の
他
に
、
そ

の
少
し
後

の
時
代
に
真
教
と
称
す
る
人
が
い
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

筆
者
の
如
く
、
林
屋
氏
提
示
の
文
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
真
教
を
二
代

他
阿
と
別
人
と
す
る
と
、
お
よ
そ
嘉
元
年
中
に
前
後

し
て
、
も
う

一
人

の
真
教
が
い
た
と
言
え
よ
う
。

二
代
他
阿
も
真
教
と
す
れ
ば
、
三
人
の

時
宗
遊
行

(
藤

沢
)

上
人

の
道

号
に

つ
い
て

(
梅

谷
)
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時
宗
遊
行

(藤
沢
)
上
人
の
道
号
に
つ
い
て

(梅

谷
)

真
教
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
高
橋
氏
の
ご
教
示
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
林
屋
氏
提
示
の
文
書
の
真
教
と
、
百
合
文
書
の
真
教
と
は
、
共

に
東
寺
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同

一
人
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を

持

つ
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
そ
れ
で
は
、
時
宗
の
遊
行

・
藤
沢
両
上
人
に
道
号
の
使
用

が
全
く
な
か

っ
た
か
と
言
う
に
、
前
述
し
た
如
く
、
近
世
に
入

っ
て
か

ら
は
宗
内

の
文
献
に
も
、

そ
れ
は
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
と
ま

っ
た
も
の
と
し
て
は
、
彰
考
館
本

『遊
行
系
図
』
及
び

『遊
行
藤
沢
御

歴
代
霊
簿
』
が
あ
る

(共
に
、
『時
宗
宗
典
』
下
・
山
喜
房
刊
、
に
翻
刻
)
。

前
者
は
、
内
部
徴
証
か
ら
宝
永
五
年

(
一
七
〇
八
)
の
書
写
、
後
者
は
天

保
十

一
年

(
一
八
四
〇
)
の
書
写
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
成
立
は
書

写
時
よ
り
古
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
確
実
な
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

後
者
奥
書

に
よ
れ
ば
、
霊
簿
は
遊
行
歴
代

の
上
人
の
専
有
で
あ

っ
て
、

余
人
は
被
見
不
可
で
あ

っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
道
号
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
時
、
道
号
に

「尊
」
の
字
を
持

つ
上
人
に

つ
い
て
注
目
し
、

さ
ら
に
、
近
世
の
遊
行
上
人
の
事
跡
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

一
つ
の
見

解
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

遊
行
四
十
二
代
の
上
人
は
道
号
を

「尊
任
」
と
言
う
。

こ
の
四
十
二

代
上
人
が
、
お
そ
ら
く

「尊
」
の
道

号
を
用

い
始
め
、
歴
代
上
人
の
道

号
を
整
理
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
近
世
以

前
に
お
い
て
、
「尊
」
字
の
道
号
を
持

つ
の
は
遊
行
十
二
代
上
人

か
ら

で
、
近
世

に
入

っ
て
は
、

こ
の
四
十

二
代
上
人
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
上

人
は
寛
文
十
二
年

(
=
ハ
七
二
)
宮
中
に
参
内
し
て
後
、
自
ら
南
方
門
主

と
名
乗

っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
遊
行
十

二
代
上
人
が
南
朝

の
皇

帝
を
継
承
し
て
い
る
と
称
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
歴
史
的
に
は

根
拠
が
な
い
。
し
か
し
、
四
十
二
代
上
人
は
、

こ
の
こ
と
を
強
調
し
、

南
朝
を
重
ん
じ
る
徳
川
幕
府
に
と
り
入

っ
て
、
宗
門

の
権
威
を
高
め
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
上
人
は
貞
享

四
年

(
一
六
八
七
)
、
遊

行
十
二
代
上
人
の
祖
父
後
醍
醐
天
皇
の
三
百
五
十
年
忌

の
た
め
、
吉
野

に
参
詣
し
て
い
る
ー

そ
う
い
う
事
実
が
あ
る

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
こ
の
上
人
の
頃
に
、
道
号
が
整
理
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
に
、
時
代
を
さ
か
上

っ
て
、
歴
代

の
遊
行
、

藤
沢
上
人
に
道
号
を
追
号
し
、
以
降
の
上
人
は
、

こ
れ
に
習

っ
て
道
号

を
自
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
遊
行
日
鑑
』
に
よ

る
と

遊
行
五
十

一
代
他
阿
は
自
ら
賦
存
と
道
号
を
称

し
て

い
る

(延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
)
。

以
下
に
、
右

の
立
論

の
資
料
と
な

っ
た
文
献
を
提
示
す
る
。

(追
記
)

道
号
の
使
用
開
始
を
、
筆
者
は
近
世
以
降
か
と
推
し
た
が
、
永
禄
元

年
戊
午
八
月
十
三
日
他
阿
弥
陀
仏

の
北
条
左
衛
門
大
夫
宛
書
状
に
、
遊

行
二
十
九
代

「躰
光
」

の
長
方
形
印
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
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林
屋
辰
三
郎
氏
蔵

四
天
王
等
仏
縁
聖
教
抄
紙
背
文
書
・
二

他
阿
真
教
書
状
の
末
尾

(釈

文
)

常

二
遂

二対
面

一候
之
次

二
、
老
躰
難
レ

遁
候
之

上

二
所
労
逐
レ
時
増
気
旦
暮
□

不
レ
知
候

に
今

一
度
御
登
山
候

へ
か
し

入
--見
参

一た
く
候
な

と
便
宜
之
時

に

申

せ
と
候
、

毎
事
期
二
後
信

一侯
、

恐
倥

謹
言
七
月
十

日

真
教

(
封
)

※
本
文
献

の
表
、

つ
ま
り
四
天
王
等
仏
縁
聖
教
抄

に
つ
い
て
は
調
査
し

て
い

な
い
。
も

し
、

こ
れ
が
時
宗

二
祖
真
教

の
手

に
な

る
も

の
な
ら
、
他

に
も

他
阿

の
書
状
等

に
東
寺
関
係
文
書

の
紙
背
を
使

っ
た
も

の
が
あ

っ
て
よ

い

は
ず

で
あ

る
。
東
寺

の
僧

で
こ
そ
使
え
た
紙
背

で
は
な

い
か
。

時
宗
二
祖
他
阿

(真
教
)
書
状

〔宛
先
の
有
阿
は
四
祖
他
阿
(呑
海
)〕
末
尾

部
分

(
釈
文
)

令
成
帰
敬
之
思
は
ロ
ハ
自
身
と
真
実

の

信
心

一
念
よ
り
如
此

の
広
大

の
巨
益

に

預
る
且
感
此
等
之
謂
被
納
胸

中
は

可
為
真
実
之
信
心
候

あ
な
か
し
く

南
無
阿
弥
陀
仏

二
月
十
三
日
九
日

他
阿
弥

陀
仏

有

阿
弥
陀
仏

※

こ
の
文
書
は
上

の
文
書

と
筆
跡
が
似

て
い
な

い
と

は
言

え

な

い
。
し

か

し
、
同

一
と
断

じ
得

る
か
ど
う
か

は
疑
問
。

時
宗
遊
行

(
藤

沢
)
上
人

の
道
号
に

つ
い
て

(
梅

谷
)
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時
宗
遊
行

(
藤
沢
)

上
人

の
道

号
に

つ
い
て
 
(
梅

谷
)

東
寺
百
合
文
書
 

メ
30
-

50

(
末
尾
部

分
)

(花
押

が
あ

る
)

七
条
道
場
文
書

よ
り

遊
行
上
人

の
署
名

(押

印
)

の
例

(
道
号

は
用

い
て
い
な
い
。
宗

内
文
献
、

消
息
)

↑
右
に
同
じ

↑
遊
行

廿

一
代

遊
行
研

一
代

遊

行
廿

九
代

↑

『
石
苔
』

に
よ
る

↑
遊
行
計
二
代

↑
遊
行

四
十

代

『
石
苔
』

に
よ

る
。

(園
田
学
園
女
子
大
学
助
教
授
)
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